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Willebrand因子を測定し，異常の有無および関連因子

を検討した．

　〔対象〕未治療のMDDM患者35名，健常対照者22
名．

　〔方法〕駆血負荷試験を行いその前後でt－PA抗原，

PAI－1抗原，　von　Willebrand因子をELISA法で測定

した．

　〔結果〕（1）t－PA：糖尿病群，対照群とも駆血負荷

により有意に増量し，両者の間に反応性の差異は認め

られなかった．負荷前のt・PA値は両群で有意差を認

めなかった．

　（2）PAL　1：糖尿病群，対照群とも駆血負荷による

変動は明らかでなかった．負荷前後のPAI－1値は両群

で有意差を認めなかった．

　（3）vWF：糖尿病群，対照群とも駆血負荷による変

動は明らかでなかった．負荷前後のvWFは糖尿病群

で有意に高値であった．

　（4）血糖値，BMIとの相関：vWFは血糖値と，

PAI－1はBMIと正の相関の相関を示した．治療により

vWFは低下傾向を示した．

　〔結論〕高血糖による血管内皮細胞障害，および肥満

と線溶系異常の相関が示唆された．

　5．心房細動（AF）における凝血学的検討一valvu・

lar　AF（VAF），　non・valvular　AF（NVAF）の比較
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　〔目的〕リウマチ性弁膜症に伴うVAFは血栓塞栓

症の合併頻度が高いが，近年，弁膜症以外のAFの

NVAFにおいても抗血栓療法の有用性が報告されて

いる．今回，我々は両AF症例において凝血学的検討

を行い，血栓形成傾向を比較検討した．

　〔対象〕AF症例計49例（男22例，女27例，年齢59．3

歳；VAF　29例，　NVAF　20例）．対照として弁膜症の

洞調律症例（valvularsinus　rhythm；VSR）8例．

　〔方法〕測定項目は，線溶系はtissue　plasminogen

activator（t－PA），　plasminogen　activator　inhibitor・

1（PAI－1），　D－dimer，凝固系はthrombin－anti－

thrombin　III　complex（TAT），血小板機能はβ一

thromboglobulin（β一TG）を測定した．また，心エコー一

検査により，左房径，左室拡張末期短径，左室内径短

縮率を測定し，凝血学的検査との関係を検討した．

　〔結果〕以下，VAF，　NVAF，　VSRの順に測定結果

を記す．t－PA（ng／ml）は，9．5±3．8，12．5±6．3，7．6±

3．3でNVAFはVAF，　VSRに比し有意に高値を示し

た．PAI－1（ng／m1）は，15．8±8．6，11．7±11．8，13．0±

5，8で3群間に有意な差異は認められなかった．D－

dimerは，正常値上限150ng／m1以上の高値を示した例

はVAF　29例中14例（48％），　NVAF　20例中6例（30％）

で両群間に差異は認めなかったが，VSR　8例中高旧例

を認めなかった．TAT（ng／ml）は，3．0以上の高値例

はVAFは29例中14例（48％），　NVAF　20例中9例

（45％），VSR　8例中1例も認めなかった．また，　D－

dimerとTATの間にはVAF，　NVAFとも有意な正

相関が認められた（VAF：r＝0．66，　p〈0．001

NVAF：r＝0．57，　p＜0．01）．β一TGは，63．8±75．5，

39．4±23．2，48．0±19．3でいずれも増加傾向を認めた

が，3群間に有意な差異は認めなかった．

　〔総括〕AFでは，血小板，線溶能に比し，凝固能の

充進傾向が認められた．NVAFはVAFと同様に凝固

充進を示す例が多く，抗凝固療法の適応例が多いと考

えられた．
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